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論 文 内 容 の 要 旨

本論文はペクチン酸分解酵素およびペクチン酸の化学構造に関する詳細な研究をとりまとめたものであ

る｡

最近ペクチン質がポリガラクチュロン酸またはそのメチルエステルのみではなくて, その分子中にアラ

ビノース, キシロース, ラムノース, ガラクトースなどの中性糖類を含む複合多糖類であると考えられる

ようになった｡ しかしこれらの中性多糖類がペクチン酸分子中に含まれるものか, 不純物として存在する

ものかは明確でなかった｡

著者は酵素の特異性を利用してペクチン酸の構成成分を明らかにする目的で本研究を行なった｡

従来かびの一種 Coniothriumdiploiellaの糖化型のポリガラクチュロナーゼ (スクラーゼ) は, にんじ

んの酵素と異なりペクチン酸を 100%分解するとされていた｡ この相違を明らかにするために, にんじん

とかびの糖化型酵素を精製した｡ その結果いずれの酵素によってもペクチン酸は不完全にしか分解されな

いことがわかった｡ さらに非還元性末端に不飽和ガラクチュロニド結合をもつ基質を用いて糖化型ポリガ

ラクチュロナ- ゼが, 非還元性末端から作用する直接的な証明を行なった｡

さらに, Aspergillusnigerの菌体からガラクチュロニ ド結合のほかに不飽和ガラクチュロニ ド結合も加

水分解する新しい種類の糖化型ポリガラクチュロナ- ゼを分離した｡ また ETWiniaaroideaeの菌体に基

質分子の非還元性末端から2番目のグ 7) コシ ド結合を分解する新しい糖化型ポリガラクチュロナ- ゼが含

まれていることを発見し, これを分離した｡ このことによって, 糖化型ポリガラクチュロナーゼには糖化

型のでんぷん分解酵素の場合と同じく, 単糖類と二糖類を生成する2種の酵素が存在することが明らかに

なった｡

にんじんのポリガラクチュロナーゼによるペクチン酸の不完全分解の原因について調べ, ペクチン酸分

子の中にアラビノース, キシロース, ラムノース, ガラクトースが含まれており, これらの中性糖類, あ

るいはペクチン酸を調製する際に生成する不飽和ガラクチュロニド結合が酵素作用を阻止する原因である
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ことを明らかにした｡ さらにペクチン酸にエンドポリガラクチュロナ- ゼを作用させた際に分解されない

で残る酸可溶性酸性多糖類がペクチン酸分子の一部であることを証明した｡ これらの結果から, ペクチン

質が複合多糖類であることは明白である｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

ペクチン酸およびペクチン酸分解酵素については多くの研兎があるにもかかわらず, 不明な点が多い｡

従来ペクチン質はポリガラクチュロン酸またはそのメチルエステルであるとされていたが, 最近アラビ

ノ- ス, キシロース, ラムノース, ガラクトースなどが含まれる複合多糖類であると考えられるようにな

った｡ ペクチン類以外の多糖類が含まれている場合, 各種の方法で精製してもペクチン酸が純粋な試料と

して得られたものかどうかには疑問がある｡

著者は 酵素の特異性を利用して この点を解明する目的で本研究を行なった｡ 酵素源としては, にんじ

ん, Goniothriumd砂lodiella,Aspergillusniger,Erwiniaaroideaeなどの菌体を用い, 特に Asp･niger

の菌体からは ガラクチュロニ ド, 不飽和ガラクチュロニ ド結合を同時に加水分解する新しい型の酵素,

Erẁ aroideaeの菌体からはペクチン酸の非還元性末端から2番目のグルコシド結合を分解する新しい酵

素を見出した｡

これらの酵素を利用してペクチン酸の糖化ポリガラクチュロナーゼは, でんぷん分解酵素の場合と同様

に単糖類, 二糖類を生成する二種の酵素が存在することを明らかにした｡

さらににんじんの糖化型ポリガラクチュロナーゼのペクチン酸の不完全分解の原因について調べ, 分解

されない残りのペクチン酸分子中にアラビノース, キシロース, ラムノース, ガラクトースが含まれてお

り, さらにペクチン酸に酵母のエンドポリガラクチュロナ- ゼを作用させた場合に分解されないで残る酸

可溶性酸性多糖類の中にも これらの糖の存在を証明し, ペクチン酸が 複合多糖類であることを 明確にし

た ｡

以上のように本研究はペクチン酸分解酵素およびペクチン酸の構造に対して, 多くの新しい知見を加え

たもので, ペクチン質の化学,､酵素化学ならびに微生物化学に貢献するところが大きい｡

よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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